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№

ウェルフェア

おおわにおおわに
みんなで築く あんしん おおわに

180

「
一
生
懸
命

　
　
丹
精
込
め
て

�

作
り
ま
し
た
」

　

こ
ど
も
た
ち
の
活
動
範
囲
を
広
め

よ
う
と
企
画
さ
れ
た
今
回
の
「
み
ん

な
の
食
堂
お
お
わ
に
（
６
月
21
日
開

催
）」
で
は
、「
大
鰐
町
こ
ど
も
会
育

成
連
合
会
」
が
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作

り
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
町
内
各
地
区
に
こ
ど
も

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
ほ
と

ん
ど
が
解
散
し
、
４
つ
の
団
体
し
か

残
っ
て
お
ら
ず
、
人
数
は
減
っ
た
も

の
の
、
多
世
代
交
流
し
な
が
ら
楽
し

め
る
企
画
と
し
て
協
力
し
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
り
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　

当
日
参
加
し
て
く
れ
た
こ
ど
も
た

ち
は
、
自
前
の
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

を
着
用
し
、
大
人
か
ら
手
ほ
ど
き
を

受
け
な
が
ら
じ
ゃ
が
い
も
や
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
の
皮
む
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

は
じ
め
の
う
ち
は
ス
ラ
イ
サ
ー
や
包

丁
を
怖
が
っ
て
い
た
こ
ど
も
た
ち
も
、

途
中
か
ら
楽
し
み
な
が
ら
手
伝
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

食
事
に
来
た
方
は
、
こ
ど
も
た
ち

が
作
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て

「
と
て
も
お
い
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
険
会
社
に
よ
る
無
料
ベ

ジ
タ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
血
管
年
齢
診

断
な
ど
も
実
施
さ
れ
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。
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新
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

新
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

平
素
か
ら
当
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
は
、
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
27
日
の
大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
大
鰐
町
は
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
み
、
そ
の
高
齢
化
率
は

45
％
を
超
え
ま
し
た
。
加
え
て
少
子
化
等
の
家
庭
環
境
の
変
容
や
地

域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
り
福
祉
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
、
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
生
活
困
窮
世

帯
が
増
加
し
、
そ
の
支
援
は
必
要
度
が
増
し
て
お
り
、
国
全
体
で
関

連
事
業
や
法
制
度
の
整
備
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
本
会
は
、地
域
共
生
社
会
の
理
念
を
も
と
に
、

住
民
・
関
係
機
関
と
共
に
「
地
域
の
支
え
合
い
」
の
し
く
み
が
つ
く

ら
れ
、
地
域
住
民
自
ら
支
え
合
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
推
進
し
、
本
会

の
基
本
理
念
で
あ
る
『
み
ん
な
で
築
く　

あ
ん
し
ん　

お
お
わ
に
』

の
実
現
の
た
め
、
皆
様
と
一
緒
に
福
祉
の
歩
み
を
着
実
に
推
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
皆
様
の
格
別
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

会
　
長
　
山　

中　

一　

誠

令和６年度 令和６年度 事業報告事業報告
「みんなで築くあんしんおおわに」を目指して、大鰐町社協は下記の事業を実施しました。

（事業抜粋）

法人経営の組織基盤の強化
会員加入の促進

加入件数1,821件　合計金額2,028,500円
（内訳：一般会員1,735件、特別会員25件、
　賛助会員61件）

理事会・評議員会・監査会等の開催
理事会３回、評議員会２回、各種監査会３回、
三役会３回、調査広報部会３回、福祉サー
ビス苦情解決第三者委員会１回

研修会等参加
　　役職員延べ42名参加

総合相談・援助体制の確立
心配ごと相談所　（計17回）相談件数15件
広 域 法 律 相 談　（大鰐町開催２回）相談件数５件

生活困窮者等の自立支援
たすけあい貸付金　１件　５万円
生活福祉資金貸付金　なし
たすけあい物資援助　９件（食料、灯油他）
生活困窮者自立支援事業との連携　対象者16名
ひとり親世帯新入学児童生徒応援事業
　　７名（5,000円分の図書券配布）

生活支援体制の確立
日常生活自立支援事業
　　�金銭や重要書類等の管理が不十分な方への

支援　　支援件数280回（利用者16名）
介護用品支援サービス事業（①は町委託事業）
　①要介護４～５の非課税世帯　延べ31名
　②要介護１～３の非課税世帯　延べ94名
福祉機器・レクリエーション用具の貸出し
　　車椅子　２件
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地域支え合い体制の構築
ほのぼの交流協力員等研修会

協力員他関係者　49名参加
おおわにの【わ】発行（地域のつながり啓発チラシ）
福祉安心電話サービスの実施

11台（登録協力員数32名）
福祉懇談会「ほっとカフェ」の開催

９名参加　～長峰多目的研修センター
ふれあいサロン（住民つどいの場）の開催

７回開催　延べ252名参加
福祉センターみんなの作品展の開催

11/13～12/8　～総合福祉センターロビー
生活支援体制整備事業の推進

・通いの場の実態調査、広報等による周知
　　延べ45件

指定管理制度・受託事業の効果的運営
大鰐町老人福祉センターの管理運営

センター入浴者数3,513名
冬期間高齢者生きがい事業（１日実施）
　74名参加
町老人クラブ連合会事務局運営
単位老人クラブ11クラブ　事業参加者376名

【大鰐町中央児童館の管理運営及び放課後児童育
成事業の受託】

利用者延べ　13,441名
幼児から高校生までを対象とし、仲間との
様々な遊びや体験活動を実施した。
各種団体との連携事業を推進した。

【第20回大鰐町長寿福祉祭の開催】
長者番付横綱・大関４名、100歳顕彰者３名
90歳顕彰者55名、金婚夫婦２組

【大鰐町戦没者追悼式の開催】
8/19（月）　39名参加

共同募金活動への協力
募金運動期間　　　10月～２月
募 金 額 合 計　　　1,511,911円
　　（内訳）　戸別募金	 1,198,404円
　　　　　　街頭募金	 22,994円
　　　　　　学校募金	 11,852円
　　　　　　職域募金	 77,444円
　　　　　　その他	 201,217円

福祉啓発活動の推進・
福祉情報の提供

大鰐町社協広報紙「ウェルフェア」の発行　４回
ホームページによる各種情報公開
大鰐町社会福祉大会の開催

表彰者３名、感謝状贈呈２名及び１団体

福祉バス事業
【運行期間】　冬期間11～３月の間で５日間実施

延べ利用者95名
社協ふれあいサロン、みんなの食堂、老人
福祉センター事業との連携により実施

福祉教育ボランティア活動の推進
【ボランティア推進校の指定】

大鰐中学校、大鰐小学校
【小学校ボランティアスクールの開催】

高齢者疑似体験　６年生38名参加
【ボランティアセンターの設置】

活動　　  14回
参加者　208名

【春の清掃奉仕活動】
センター周辺環境整備　17名参加

シルバー人材センター事業
　高齢者の生きがいと社会参加を目的に就業機
会の提供及び研修会等を行った。
会員数41名（３月末時点）
受注業務　通学指導、駐車場誘導	 30件
　　　　　りんご農作業、雪囲い	 44件
　　　　　網戸張替、雪止め取付	 1件
　　　　　清掃・除草・草刈り	 273件
	 【受注合計　355件】



大 鰐 町 社 協 広 報

─ 3─

令和７年７月

資 金 収 支 計 算 書
（単位：円）

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

会 費 収 入 2,199,000 人 件 費 支 出 49,682,024
寄 付 金 収 入 13,630 事 業 費 支 出 40,074,187
経常経費補助金収入 26,510,370 事 務 費 支 出 3,757,625
受 託 金 収 入 48,501,383 貸 付 事 業 支 出 50,000

貸 付 事 業 収 入 16,000 共 同 募 金 配 分 金
事 業 費 支 出 1,122,000

受 託 事 業 収 入 18,005,434 助 成 金 支 出 1,582,650
労働者派遣事業等
受 託 金 収 入 82,315 負 担 金 支 出 271,400

共同募金配分金収入 1,122,000 そ の 他 の 支 出 399,473

積立資産取崩収入 1,482,768 その他の施設設備等
に よ る 支 出 0

受 取 利 息
配 当 金 収 益 17,747 基金積立資産支出 658

そ の 他 の 収 入 1,492,531 積 立 資 産 支 出 2,478,462
収入合計① 99,443,178 支出合計② 99,418,479

当 期 資 金 収 支 差 額 24,699 ①－②＝③
前 期 末 支 払 資 金 残 高 12,804,580 ④
当 期 末 支 払 資 金 残 高 12,829,279 ③＋④

事 業 活 動 計 算 書
（単位：円）

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

会 費 収 益 2,199,000 人 件 費 48,199,256
寄 附 金 収 益 13,630 事 業 費 40,074,187
経常経費補助金収益 26,510,370 事 務 費 3,757,625

受 託 金 収 益 48,501,383 共 同 募 金 
配 分 金 事 業 費 1,122,000

受 託 事 業 収 益 18,005,434 助 成 金 費 用 1,582,650
労働者派遣事業等
受 託 金 収 益 82,315 負 担 金 費 用 271,400

共同募金配分金収益 1,122,000 基 金 組 入 額 658
そ の 他 の 収 益 1,492,531 減 価 償 却 費 597,096
受 取 利 息
配 当 金 収 益 17,747 そ の 他 の 費 用 399,473

その他のサービス 
活 動 外 費 用 2,807,822

収入合計① 97,944,410 支出合計② 98,812,167
当 期 活 動 増 減 差 額 △ 867,757 ①－②＝③
前 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 18,037,583 ④
当 期 末 繰 越 活 動 増 減 差 額 17,169,826 ③＋④
次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 17,169,826

【主な事業別支出内訳】
法 人 運 営 事 業 22,538,751 生活支援体制整備事業 5,637,638
福祉団体助成金事業 1,587,270 福祉センター事業 14,978,813
共同募金配分金事業 1,122,000 児 童 館 事 業 15,128,889
長寿福祉祭事業 1,248,443 放 課 後 児 童 事 業 13,065,991
たすけあい事業 152,878 シルバー人材事業 21,332,611
福 祉 バ ス 事 業 115,585 そ の 他 事 業 2,509,610

【主な資金収支科目の説明】
収入科目

会 費 収 入 町内各世帯や企業、商店及び個人からいただ
いた会費

寄 附 金 収 入 一般個人や団体からの寄付金
経常経費補助金収入 事業実施のために町からいただいた補助金

受 託 金 収 入 老人福祉センター及び児童館の指定管理料や他事業受託金

受 託 事 業 収 入 シルバー人材センターで業務を請負った分の収入
労働者派遣事業等受託金収入 県シルバー人材センターからの人材派遣手数料
共同募金配分金収入 県共同募金会から配分された募金の額

支出科目

人 件 費 支 出 事務局や委託事業に係る職員の給料、手当、
社会保険料等

事 業 費 支 出 社会福祉事業および委託事業を行うため支出
した額

事 務 費 支 出 法人運営やシルバー人材センターの事務費
共同募金配分金事業費支出 共同募金配分金で実施した事業に使われた額
助 成 金 支 出 老人クラブなどの福祉団体へ助成した額
負 担 金 支 出 県社協などへの会費や各種負担金
積 立 資 産 支 出 福祉基金や退職積立金に繰入れた額

貸 借 対 照 表
（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
科　　目 当年度末 科　　目 当年度末

流 動 資 産 20,378,164 流 動 負 債 7,548,885
現 金 預 金 19,588,441 事 業 未 払 金 7,311,544
事 業 未 収 金 763,123 預 り 金 38,217
未 収 金 0 職 員 預 り 金 125,124
前 払 金 26,600 前 受 金 74,000
固 定 資 産 45,809,592 固 定 負 債 7,631,014
（ 基 本 財 産 ） 2,429,201 退 職 給付引当金 7,631,014
建 物 1,429,201 長 期 未 払 金 0
定 期 預 金 1,000,000 負 債 の 部 合 計 15,179,899
（その他の固定資産） 43,380,391 純 資 産 の 部
車 輌 運 搬 具 4 基 本 金 1,000,000
器 具 及 び 備 品 1,886,172 福 祉 基金積立金 32,838,031

長 期 貸 付 金 712,000 次 期 繰 越 活
動 増 減 差 額 17,169,826

退 職 手 当 積 立
基 金 預 け 金 7,944,184 ( うち当期活動　　 増 減 差 額 ） △867,757

福祉基金積立預金 32,838,031

純資産の部合計 51,007,857

資 産 の 部 合 計 66,187,756 負 債 及 び
純資産の部合計 66,187,756

令和６年度 令和６年度 収支決算報告収支決算報告
（自）令和６年４月１日　（至）令和７年３月31日

令和７年３月31日現在
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今
年
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
大
鰐
町
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
」
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
各
福
祉
団
体
に
花
の
苗
と
土
を
配
布
し
、

プ
ラ
ン
タ
ー
や
花
壇
に
花
を
植
え
て
い
た
だ
き
、
町
の
景
観
づ
く

り
と
地
域
交
流
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
昨
年
よ
り
多
い
、
18
団
体
に
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
花
々
が
町
内
を
彩
り
、「
き
れ
い
だ
ね
」

と
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
参
加
団
体
か
ら
は
「
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
」「
花
植
え

で
交
流
が
生
ま
れ
て
嬉
し
い
」
と
い
っ
た
喜
び
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
大
鰐
町
を

今
年
も
大
鰐
町
を

花
い
っ
ぱ
い
に

花
い
っ
ぱ
い
に

みんなの食堂 おおわにみんなの食堂 おおわに
毎月
開催中

昨年に引き続き、「みんなの食堂おおわに」を開催しています。
皆様のご参加をお待ちしています。

場　所：総合福祉センター
定　員：50名程
参加費：100円（当日持参）
申込先：大鰐町社会福祉協議会
　　　　電話　47-5151

開始時間
11：30または17：30 主なメニュー予定

  4月25日（金）　夜 春の恵方巻、あさりスープ、いちごケーキ
  5月23日（金）　夜 鮭わかめごはん、豚汁、切り昆布
  6月21日（土）　昼 ポークカレー、もやしナムル、ゼリー
  7月25日（金）　夜 チンジャオロース、スープ、果物
  8月22日（金）　昼 冷やしそうめん、梅しゃぶサラダ
  9月27日（土）　昼 肉じゃが、混ぜごはん、デザート
10月24日（金）　昼 自分で作る棒パン、クリームシチュー、果物
11月22日（土）　昼 カレー、ゆでたまごサラダ、りんご
12月19日（金）　昼 彩り寿司、からあげ、すまし汁、みかん
  1月17日（土）　昼 れんこんハンバーグ、スープ、ヨーグルト
  2月21日（土）　昼 焼肉丼、味噌汁、りんご
  3月28日（土）　昼 焼き魚、ごはん、味噌汁、和え物

一部のメニューが変更になる場合があります。

捨ててしまう野菜や

調味料の寄附も大歓迎！

みんなの食堂の材料費は、
赤い羽根共同募金の一部を活用しています。

～この事業は、大鰐町の皆様の�
善意でいただいた赤い羽根共同募金を

� 活用しています～
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第
21
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭
に
併
せ
て
金

婚
顕
彰
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

金
婚
顕
彰
を
希
望
す
る
ご
夫
婦
は
申
し
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記
の
と
お

り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

【
金
婚
対
象
者
】

現
在
、
大
鰐
町
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
50
年 

（
１
９
７
５
年
）
に
婚
姻
届
を
提
出
し
た
、

結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦

【
申
込
み
方
法
】

令
和
７
年
７
月
25
日
㈮
ま
で
に
社
協
へ
婚
姻

日
が
分
か
る
戸
籍
謄
本
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
お
よ
び
開
催
場
所
】

第
21
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭
と
同
じ

　

昨
年
の
長
寿
福
祉
祭
で
は
、
た
く
さ
ん
の

町
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
全

体
で
長
寿
の
皆
様
を
お
祝
い
す
る
、
温
か
く

に
ぎ
や
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

金
婚
顕
彰
式
の

金
婚
顕
彰
式
の

��

申
込
み
に
つ
い
て

申
込
み
に
つ
い
て

第
21
回
大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭

　

左
記
の
日
程
に
て
、「
大
鰐
町
長
寿
福

祉
祭
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記
の
と
お
り
お

申
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

【
参
加
対
象
者
】

❶
大
鰐
町
長
寿
番
付
横
綱
及
び
大
関

❷
百
寿
（
100
歳
）
を
迎
え
ら
れ
る
方

❸
卒
寿
（
90
歳
）
を
迎
え
ら
れ
る
方

❹
金
婚
（
結
婚
50
周
年
）
を
迎
え
ら
れ
る

　
ご
夫
婦

❺
65
歳
以
上
の
町
民
の
方

【
開
催
日
時
】

令
和
７
年
９
月
２
日 

㈫　
10
時
よ
り

【
開
催
場
所
】

大
鰐
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
申
込
み
方
法
】

◎�

顕
彰
該
当
者
の
方
…
社
協
よ
り
案
内
文

書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
記
入

の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

◎�

65
歳
以
上
の
町
民
の
方
…
お
電
話
か
直

接
社
協
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
℡ 

４
７-

５
１
５
１
）

大
鰐
町
長
寿
福
祉
祭

第
21
回

～ 長寿を祝う感謝のひととき ～

第21回大鰐町長寿福祉祭
開催のお知らせ

令和６年度の様子令和６年度の様子
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
大
鰐
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

て
い
る
「
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル
」（
代
表
・
中
田
き
み
ゑ
さ
ん
）
の
皆
さ
ん

で
す
。

会
員
は
現
在
30
名
で
、
50
歳
代
後
半
か
ら
90
歳
代
前
半
の
方
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
か
ら
一
時
間
、
ヨ
ー
ガ
教
室
を

開
い
て
い
ま
す
。
講
師
の
外
川
真
理
子
先
生
は
弘
前
市
在
住
の
方
で
、

昔
か
ら
の
伝
統
的
な
ヨ
ー
ガ
を
参
加
者
の
年
代
や
体
の
状
態
に
合
わ
せ

て
ア
レ
ン
ジ
し
て
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
を
各
自
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
。
ゆ
っ
た
り
と
し

た
呼
吸
に
よ
る
全
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
か
ら
始
ま
り
、
徐
々
に
腕
、
背
中
、

足
な
ど
の
部
位
を
ス
ト
レ
ッ
チ
さ
せ
全
身
を
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。
個
々

の
体
力
や
部
位
の
可
動
範
囲
に
合
わ
せ
無
理
な
く
進
め
て
い
ま
す
。
10

年
以
上
続
け
て
い
る
と
い
う
70
歳
代
前
半
の
女
性
は
、「
足
腰
が
柔
軟
に

な
り
丈
夫
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
」、
75
歳
女
性
か
ら
は
「
膝
の
痛
み

を
感
じ
に
く
く
な
っ
た
、
体
重
も
増
え
に
く

く
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
人
で
自
宅
で
や
る
よ
り
も
、
サ
ー
ク
ル
に

通
う
こ
と
で
無
意
識
に
継
続
で
き
て
い
る
そ

う
で
す
。
中
田
代
表
は
、「
健
康
増
進
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
人
と
ふ
れ
あ
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
こ
と
が
大
き
な
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。
町
内
住

民
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
体
験
、
見

学
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
男
性
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。

是
非
皆
さ
ん
も
心
身
の
癒
し
に
一
緒
に

ヨ
ー
ガ
を
し
ま
せ
ん
か
。

わ
が
ま
ち
、お
宝

わ
が
ま
ち
、お
宝

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
・
共
助
の
ま
ち
づ
く
り

�

み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
」

会
員
加
入
の
お
願
い

会
員
加
入
の
お
願
い

　

本
会
の
事
業
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
町
民
の
皆
様
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
み
ん
な
で
築
く
あ
ん
し
ん
お
お

わ
に
」
を
目
指
し
、
町
か
ら
の
補
助
金
、
受
託
金
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
、
住
民
の
み
な
さ
ま
や
商
店
・
企
業
の
皆
様
の
会
員
会
費
を
財

源
に
福
祉
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
お
困
り
ご
と
を
抱
え
た
方
の
支

援
や
、
住
民
の
皆
様
同
士
の
交
流
の
サ
ポ
ー
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
啓
発
を
通
し
て
、
福
祉
の
町
づ
く
り
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
会
の
主
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

今
年
度
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

※�

加
入
の
お
願
い
は
７
月
か
ら
各
町

内
・
地
区
の
区
長
・
班
長
の
皆
様
を

通
じ
て
、
各
世
帯
に
お
伺
い
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

※
ご
加
入
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【 社協会費の区分 】
✿一般会員　1,000 円
　（個人一世帯）
✿特別会員　2,000 円以上
　（特に賛同協力する方）
✿賛助会員　3,000 円以上
　（企業・施設・商店・団体等）
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大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
新
し
い
役
員
が
就

任
し
ま
し
た
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
住
民
・
関
係
機

関
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
て
「
み
ん

な
で
築
く　
あ
ん
し
ん　
お
お
わ
に
」
の
実
現
の
た

め
、
役
員
・
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
１
階
に
は
誰
で
も

利
用
で
き
る
休
憩
室
が
あ
り
ま
す
。

　
夏
は
避
暑
施
設
と
し
て
も
開
放
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
蒸
し
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
熱
中
症
に
十
分
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

社
協
で
は
、
共
同
募
金
配
分
金

事
業
の
一
環
と
し
て
地
域
で
の
居

場
所
づ
く
り
、
介
護
予
防
や
生
き

が
い
づ
く
り
な
ど
を
め
ざ
す
活

動
・
集
ま
り
に
、「
地
域
福
祉
活

動
助
成
金
」（
１
回
あ
た
り
３
，

０
０
０
円
）
を
助
成
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
近
く
に
そ
ん
な
場
所

が
ほ
し
い
、
作
り
た
い
と
い
う

方
々
に
社
協
が
お
手
伝
い
も
し
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

集
い
の
場

開
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆玄米 10kg、和風ドールハウス�【三浦素子】
◆介護用品（おむつ、尿取りパット）
� 【小笠原由昭】
◆仮装用マスク等
　　【大鰐で驚かせても、いいんかい？
� （弘前大学人文社会科学部）】

善意の寄付

この広報紙は、皆様からの「社協会費」と「共同募金配分金（赤い羽根募金）」の一部により発行しています。

投
稿
歓
迎

　
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
お
お
わ
に
」
へ
の
ご
要
望
や
掲
載

記
事
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
編
集
発
行
】

社
会
福
祉
法
人
大
鰐
町
社
会
福
祉
協
議
会

住　
所　
青
森
県
南
津
軽
郡
大
鰐
町

　
　
　
　
　
大
字
蔵
館
字
川
原
田
37
－
6

　
　
　
　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

電　
話　
0
1
7
2
－
4
7
－
5
1
5
1

Ｆ
Ａ
Ｘ　
0
1
7
2
－
4
7
－
5
1
5
3

そ
の
ほ
か
社
協
に
関
す
る
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

長峰地区の様子長峰地区の様子

寄付いただいた皆様誠にありがとうございます。
当会の事業で効果的に使わせていただきます。

職員募集のお知らせ職員募集のお知らせ

募集人員 放課後児童支援員

職務内容 放課後児童クラブ及び児童館の業務に関する
こと（おもに放課後児童クラブの登録児童の
支援）

勤務場所 大鰐町中央児童館

勤務時間 平日14：00～18：00、その他8：15～18：00の
間4～5時間程度（シフト表により勤務）

勤 務 日 勤務開始日応相談

給　　与 時給　1,035円～

選 考 等 随時、書類選考及び面接

応募書類等 履歴書・最終学歴の卒業証明書、資格がある方
は資格証の写しを大鰐町社会福祉協議会まで

年　　齢 不問

応募資格 ①普通自動車免許
②保育士・社会福祉士・幼稚園教諭免許・学
校教諭免許・放課後児童支援員認定資格の
うちいずれか


